
高まる食への期待
日本への旅行、および日本での生活において共に避け

られないのは「食」であり、また楽しみになるのも「食」
です。観光庁が発表している「訪日外国人の消費動向

（2018 年）」においても、日本での楽しみは「日本食を
食べること」がトップの 70.5 ％となり、日本食は海外
から多くの期待が寄せられていることが分かります。

世界で増えるベジタリアン・ヴィーガン
その中でも昨今ベジタリアン・ヴィーガンと呼ばれ

る、お肉やお魚を食べないライフスタイルを選ぶ方々が
世界中で増えています。「ベジタリアン」は野菜中心の
食事をする方から、厳格に制限する方まで幅広く含み、

「ヴィーガン」はお肉やお魚に加えて、乳、卵、はちみ
つなどの動物由来の食品も含めて食べない人のことを指
します。ベジタリアン・ヴィーガンになる理由は人それ
ぞれですが、主に下記の 4 つとなります。
（１）環境問題  （２）動物愛護  （３）宗教  （４）健康志向
特に最近では、家畜の排出する二酸化炭素問題が世界

単位で議論となっていることもあり、「未来に向けて持
続可能（サスティナブル）な社会を作ろう」ということ
で（１）を理由に実践する人が増えています。観光庁の最
新の発表でも世界のベジタリアン人口は 6.3 億人にも
上ります。

日本では “ 誤解 ” が多い
しかし日本ではこのベジタリアンについて誤解が多く

あります。実は日本の飲食店の多くがベジタリアンのこ
とを「野菜サラダ」を食べる人のことだと思っています。

ベジタリアンの方は野菜だけでなく、もちろんお米や

小麦などの穀物も食べることはできます。実際 2019 年
に、世界 13 万店舗中世界 1 位のベジタリアンレストラ
ンに輝いた東京・自由が丘の菜道にはラーメンやカツ丼
などの「日本食×ベジタリアンアレンジ」を求めて世界
中からお客様が来店しています。多様化する食に対応し
ながら、先入観から来る誤解を無くし、お客様の食べた
いものを提供していくことも進めていかなければ、高ま
る食の期待に応えることはできないと考えております。
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